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会
　
　
期　
　

令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
十
月
四
日
（
金
）
～
十
二
月
一
日
（
日
）

主
　
　
催　
　

高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
（
公
益
財
団
法
人　

高
知
県
文
化
財
団
）

後
　
　
援　
　

高
知
県
教
育
委
員
会
、
高
知
新
聞
社
、
朝
日
新
聞
高
知
総
局
、
毎
日

新
聞
高
知
支
局
、
読
売
新
聞
高
知
支
局
、
産
経
新
聞
社
、
日
本
経
済

新
聞
社
高
知
支
局
、
共
同
通
信
社
高
知
支
局
、
時
事
通
信
社
高
知
支
局
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
高
知
放
送
局
、
Ｒ
Ｋ
Ｃ
高
知
放
送
、
Ｋ
Ｕ
Ｔ
Ｖ
テ
レ
ビ
高
知
、

Ｋ
Ｓ
Ｓ
さ
ん
さ
ん
テ
レ
ビ
、
Ｋ
Ｃ
Ｂ
高
知
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
エ
フ

エ
ム
高
知
、
高
知
シ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送

　
　

２
０
１
９
年
度
第
69
回
高
知
県
芸
術
祭
共
催
行
事

　
　

芸
術
文
化
振
興
基
金
助
成
事
業

表
紙
画
像

《
夢
窓
疎
石
像
》（
部
分
）

河
田
小
龍
筆　

滴
水
宜
牧
賛

吸
江
寺
蔵
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ご
あ
い
さ
つ

五
台
山
の
麓ふ

も
と
に
位
置
す
る
吸ぎ

ゅ
う
こ
う
じ

江
寺
は
、
鎌
倉
時
代
末
か
ら
南
北
朝
時
代
に
か
け
て
天
皇
や
足
利
家
か
ら
の
帰き

え依
を
受
け
活
動
し

た
臨
済
宗
の
高
僧
、
夢む

窓そ
う

疎そ

石せ
き

が
文
保
二
年
（
一
三
一
八
）
に
土
佐
に
下
り
、
吸
江
庵
を
結
ん
だ
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
後
、

「
五
山
文
学
の
双
璧
」
と
称
さ
れ
る
土
佐
出
身
の
義ぎ

ど
う堂
周し

ゅ
う

信し
ん

、
絶ぜ

っ
か
い海
中ち

ゅ
う
し
ん津ら
が
そ
の
あ
と
を
継
ぎ
、
土
佐
の
守
護
で
あ
っ
た
細

川
氏
の
庇
護
の
下
、
長ち

ょ
う
そ宗
我か

べ部
氏
が
寺
奉
行
を
勤
め
ま
し
た
。
江
戸
時
代
に
は
、
土
佐
藩
初
代
藩
主
・
山
内
一か

つ

豊と
よ

の
子
・
湘

し
ょ
う

南な
ん

が

住
職
と
な
り
、
吸
江
庵
か
ら
吸
江
寺
に
改
め
隆
盛
し
ま
す
。
明
治
時
代
初
め
に
廃は

い
ぶ
つ仏
毀き

し
ゃ
く釈
に
よ
っ
て
一
旦
は
廃
寺
と
な
り
ま
す
が
、

本
山
妙
心
寺
か
ら
特
命
を
う
け
土
佐
に
入
っ
た
少し

ょ
う
り
ん
と
う

林
踏
雲う

ん

の
類た

ぐ
い
ま
れ
な
る
努
力
に
よ
っ
て
再
興
を
果
た
し
、
今
日
ま
で
法
灯
を

守
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
浦
戸
湾
に
開
け
る
吸
江
の
地
は
画
題
と
し
て
好
ま
れ
、
多
く
の
絵
師
に
よ
っ

て
「
吸
江
図
」
が
描
か
れ
ま
し
た
。
吸
江
寺
は
土
佐
随
一
の
名
刹
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、風
光
明
媚
な
景
勝
地
と
し
て
土
佐
の
人
々

に
愛
さ
れ
も
し
た
の
で
す
。

本
展
は
、
昨
年
吸
江
寺
が
開
創
七
〇
〇
年
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
、
吸
江
寺
の
歴
史
を
大
観
す
る
と
と
も
に
知
ら
れ
ざ
る�

寺
宝
の
数
々
を
一
堂
に
紹
介
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
展
開
催
に
あ
た
り
、
貴
重
な
文
化
財
を
ご
出
品
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
所
蔵
者
各
位
、
ご
協
力
を�

賜
り
ま
し
た
関
係
各
位
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
元
年
十
月�

高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
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凡
　
例

〇
本
書
は
、高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
に
お
い
て
、令
和
元
年
（
二
〇
一
九
）
十
月
四
日
（
金
）
か
ら
十
二
月
一
日
（
日
）

ま
で
開
催
す
る
企
画
展
「
開
創
七
〇
〇
年
記
念　

吸
江
寺
」
の
図
録
で
あ
る
。

〇
作
品
番
号
は
展
覧
会
会
場
で
の
展
示
番
号
と
一
致
す
る
が
、
展
示
の
順
序
と
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。
ま
た
、
展

示
替
え
な
ど
の
都
合
に
よ
り
、
本
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
て
も
、
展
示
さ
れ
て
い
な
い
作
品
が
あ
る
。

〇
作
品
解
説
は
、
作
品
番
号
、
作
品
名
称
、
員
数
、
作
者
・
賛
者
等
、
材
質
技
法
、
法
量
（
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）、
時
代
、

所
蔵
者
、
指
定
名
称
の
順
と
し
た
。

〇
作
品
解
説
は
、
No
１
～
５
、
10
、
11
、
28
～
38
、
40
～
42
を
那
須
望
、
No
６
、
12
、
17
、
21
～
27
、
39
を
石
畑
匡
基
、

No
７
～
９
を
岡
本
桂
典
、
No

13
を
曽
我
満
子
、
No

16
、



18
～
20
を
西
山
浩
生
（
以
上
、
高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
）、

No

14
、
15
を
野
本
亮
（
資
料
調
査
員
）
が
執
筆
し
た
。

〇
一
章
及
び
三
章
の
章
解
説
は
那
須
望
、
二
章
の
章
解
説
は
西
山
浩
生
が
執
筆
し
た
。

〇
本
書
の
時
代
区
分
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

奈
良
時
代
（
七
一
〇
～
七
九
四
）、
平
安
時
代
（
七
九
四
～
一
一
九
二
）、

鎌
倉
時
代
（
一
一
九
二
～
一
三
三
三
）、
南
北
朝
時
代
（
一
三
三
三
～
一
三
九
二
）、

室
町
時
代
（
一
三
九
二
～
一
五
七
三
）、
安
土
桃
山
時
代
（
一
五
七
三
～
一
六
〇
三
）、

江
戸
時
代
（
一
六
〇
三
～
一
八
六
八
）、
明
治
時
代
（
一
八
六
八
～
一
九
一
二
）、

大
正
時
代
（
一
九
一
二
～
一
九
二
六
）、
昭
和
時
代
（
一
九
二
六
～
一
九
八
九
）

平
成
時
代
（
一
九
八
九
～
二
〇
一
九
）

〇
掲
載
画
像
は
、中
島
健
蔵
（
中
島
写
真
事
務
所
）、金
井
杜
道
（
金
井
杜
道
事
務
所
）、竹
村
豊
（
タ
ケ
ム
ラ
ス
タ
ジ
オ
）

が
撮
影
し
た
。
ま
た
、
高
知
県
立
高
知
城
歴
史
博
物
館
、
創
造
広
場
「
ア
ク
ト
ラ
ン
ド
」
か
ら
画
像
の
提
供
を
受
け
た
。
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